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３ 審議内容 

（1） 開会 

（2） 議題 中小企業・小規模企業振興基本計画（原案）へのリックコメント及び市の

考え方について 

阪南大学 経済学部 准教授 定藤 博子（以下 委員長） 

 みなさまおはようございます。今回もどうぞよろしくお願いします。 

 ただいまより、第４回芦屋市中小企業・小規模企業振興基本計画策定員会を開会いた

します。それでは，議事に入ります前に，事務局から委員の出席状況の報告をお願いし

ます。 

芦屋市役所市民生活部地域経済振興課長 平見康則（以下 平見課長） 

本日は、お忙しいところ、ご出席いただきまして、ありがとうございます。 

はじめに会議成立要件等の確認になります。委員 9名中、本日 9名全員にご出席いただ

いておりますので、会議は成立しております。また，会議につきましては原則公開とな

っておりまして、会議録につきましても，個人情報などの非公開事由に該当する部分以

外は，原則公開といたしますので、よろしくお願いいたします。本日傍聴を希望される

方はいらっしゃいませんでした。委員長このまま議事の進行をお願いいたします 

委員長 

ありがとうございます。それでは、議事を進行して参りたいと思います。 

議題の説明としては、「芦屋市中小企業・小規模企業振興基本計画（案）」に係るパブリ

ックコメントの実施結果についてです。事務局からの説明後、皆様よりご意見をいただ

きたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

平見課長 

 「芦屋市中小企業・小規模企業振興基本計画（案）」に係るパブリックコメントの実

施結果について説明 

委員長 

ありがとうございました。ただいまのご説明につきまして、委員の皆さまからご意見・

ご質問がございましたらよろしくお願いします。 

芦屋市商工会 会長 永瀬隆一（以下 永瀬委員） 

 このＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの判断は事務局がされているのですか。 



平見課長 

 事務局がこうではないかという事で考案させていただいております。もちろんご意見

をいただいて変えることは可能となっております。 

永瀬委員 

 Ａってよっぽどだと思いますが、Ｂはまあまあ聞いておこうかぐらいで、Ｄになると

取るにも足らないぐらいの感覚の答えですか、これは。 

平見課長 

 Ｄでもいろいろありまして、「計画に直接関係がないため、ご意見として賜ります。」

というレベルのものもありますし、基本的には盛り込まれているとか方向性がちょっと

違うという説明のＤという事もあります。 

芦屋市役所市民生活部長 大上勉（以下 大上部長） 

  少し補足させていただきますと、市としても議会でも議論になる部分で、言葉でお

返しするだけではなくて、数値的グループ分けのようなものなのですが、この計画に関

わらず市のいろいろな計画策定の機会には、市民の皆様に前もってご披露し、ご意見を

賜るという市民参画協同の取り組みとしてパブリックコメントがございまして、法律と

か具体的なところまで決まっているのではないのですが、本市の市民意見徴収の取扱区

分としてＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄというのが決まっております。永瀬委員よりご指摘いただきま

したとおり、Ｄと付くだけで門前払いみたいなことになるのは決して本意ではございま

せんでして、例えば 2番はⅮか、もしくはちゃんと本文の内容に触れながらお返しして

いるのでＣでもいいかなというのは事務局の中でも悩んだところでございます。どちら

かというとＤというのは、具体的な取組の実施を求めておられたり、この人数をこうす

べきとか、もっと言えばそもそものこの計画の範疇を超えて市の市政全般とか国政や社

会情勢に対しての意見をいただく場合の取扱いであり、当該計画に関連づけてＣでもい

いかなというのが今の事務局のご提案でして、原案のここにこう書いてありますとか、

できる限り真摯に受け止めて、ありがたいご意見として取り込もうと思いつつも、無理

やりここに書いていますって持って行ってＣとしても不誠実かなという事もございま

して、全体の計画の目的をお示ししてお答え申し上げておりますので、Ｃとさせていた

だいてもいいのかなというところです。 

永瀬委員 

 確認したかっただけです。 



兵庫県阪神南県民センター 副センター長 計倉浩寿（以下 計倉委員） 

このプランの中でこの二つ目のパブリックコメントに対して拾う所が無いのかって

いうと、そうではないと思います。要約の資料の一番最後に基本方針が 6つありますが、

最後の地域ぐるみでの事業者支援がありますね。事業計画の支援とかも入れていただい

ておりますので、こういう事をしながら芦屋の強みについて行けず、脱落しそうなとこ

ろもいろんな手法でフォローして応援しますよというようなことは思想としてあると

思いますので、Ｂでもいいのではないかと思います。もう一言いうと、今更計画を修正

しろと言うつもりはありませんが、最終盤を見せていただいて、芦屋らしさ、この強み

を出そうというのが、かなりウエイトが出てきたかなと思います。その一方でもう一つ

の特色であったこの地域ぐるみで、この地域の社会を支える中小企業や小規模企業を地

域ぐるみで支えていこうという最後の 6番のトーンが薄まったのではないかと、6番も

大事にしたいので、合わせ技で行けばあまり強がりと言われなくてもいいのではないか

と思います。 

委員長 

ありがとうございます。事務局の方いかがでしょうか。何かございましたら。 

平見課長 

 この 2番目につきましては区分をどうするかということで、回答的にはこのような形

のままでいいのかなと思いますが、委員のおっしゃっていただいていた地域、市民、企

業、関係団体及び市が一体となって支援していくと書いておりますので、そういった意

味ではＢでもいいのではないかと思います。 

委員長 

ありがとうございます。 

大上部長 

 文面の中にも例えば基本方針 6 でもお示ししておりますようにというような言葉を

書き入れて、より具体的に少しでもお示しできれば、ＢまたはＣで良いかと思います。 

委員長 

 ありがとうございます。他の委員の方はいかがでしょうか。 

コア・サポート株式会社 黒野秀樹（以下 黒野委員） 

 委員の方から意見いただいたのを聞きながら、私も意見を出した方の気持ちになって

考えますと、この市の考え方、取扱区分は当然公開で意見を出された方も確認されるわ



けですよね。そうするとかたやＢで、かたやＤというとなんでこれだけ違うのという話

になるのではないかと。やはり内容的にご指摘いただいた文を受け止めるという事で言

いますと、Ｂの参考にしますという捉え方の方が市としても真摯な態度でお返ししてい

ますというようなところ、いわゆるコミュニケーションですので、問いに関する答えと

してはあまりギャップがあると問題を生じるリスクがあるのではないかというふうに

判断しました。 

委員長 

 ありがとうございます。 

兵庫県信用保証協会 阪神事務所所長 山本貴史 （以下 山本委員） 

 一般論で教えていただきたいと思いまして。４つの区分Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄで今回は 2人

で 2件の意見でしたけれども、100 件 200 件といったもっと件数が多い時のＡ・Ｂ・Ｃ・

Ｄの構成比といいますか、今回Ｂが 1件、Ｄが 1件で数が少ないものですから、よりＤ

が目立ってしまうのかと思うのですけれども、一般的にはどのような感じなのでしょう

か。 

平見課長 

 一般的というのは計画によっていろいろな意見がございますので、特にそういう決ま

りごとはありません。基本的にはＢ・Ｃが多いのかなというふうに思っております。Ｄ

はどちらかというと計画に関連性のない事が書いてあった場合に多いと感じておりま

す。Ａの原案の修正につきましても、本格的な修正というのはあまりありませんが、言

葉を少し加えたり、言葉を修正したりというＡはよくあります。 

山本委員 

 おっしゃっていただいたとおり、2番目の方からすると私はＤかという感じになるの

で、その方の気持ちを汲んでいる方が良いのかなと思います。 

委員長 

 ありがとうございます。 

永瀬委員 

1 と 2 の意見の内容がどちらも廃業率に驚いたという事が共通していて、そういう意

味ではこの数字を見るまでは誰も知らない話で、よくお店が変わっているなと感じてい

るとは思うのですが、その理由を追及して、本当にそれを止めないといけないのかです

よね。廃業率が高いけれども創業率も上がっているわけですから、新しいお店が入って



いるので、これがいいことなのか悪いことなのかは検討が必要なのだけれども、2番の

人が市の姿勢に対して言う事までは別問題なので、この部分がＤなのかなと思うのです

が、それは回答として書いていないので、ＢかＣに置いておいた方が良いかと思います。

あくまでも廃業率に対しての指摘あるいはその検討の要望としたら的外れでもないの

かなと。後半部分が的外れかなというところだと思います。 

委員長 

 ありがとうございます。そうですね。 

大上部長 

何度か申し上げておりますが、初めての計画ですので、パブリックコメントを何件ほ

どいただけるのかというのも大変危惧しておりました。ちなみに今回同時期に策定を進

めております他の計画でのパブリックコメントへのご意見を賜る会議に複数入ってお

りまして、男女共同参画推進計画という人権課題への計画は 25 件位で、もう一つの消

費者教育推進計画は、15件位でしたか、ただ、それらは既存の計画が第 4次とか第 2次

とかございまして、これまでの取り組みの経過を踏まえて策定を進めてきた計画です。

25 件でもまだまだ少ないというご意見もあるのですが、そういう所を考えますと、ま

ず 2件いただいた、そしてご議論いただいています 2件目の方でいえば例えば本当にご

苦労されている個人商店の方、もしくはその苦労を見ているお客様なのか、もしかした

ら市外から訪れた方ということもあり得ます。という意味では 2件といえどもその背景

にある所というのは永瀬委員からご意見を頂いたように今後の取り組みにおいてもし

っかりと受け止めないといけないと思いますし、少なくとも分析とか状況把握というの

は、これから努めていかないといけないというのは、№１、№2とも共通して考えてい

くところでございます。他の計画でもＤにせざるを得ない、国がもっとこうしないと、

というようなご意見という場合はＤというのもあり得ますが、ここの部分についてはそ

ういうご意見も含めてまずは知っていただいたり、関心を示していただいたという事を

糧にしまして、しっかりと理解いただけるように、基本方針 6の所をしっかりと進めて

いくというお答えの形を整えさせていただけたらとご意見を伺っていて感じました。あ

りがとうございます。 

委員長 

 ありがとうございます。まずは最初の計画ですのでより広く理解を求める必要がある

のかなと思いました。ありがとうございます。他はいかがでしょうか。この取扱区分に

つきましては再度検討するとかということでよろしいでしょうか。 

平見課長 



 Ｂにというご意見が多数ありましたので、Ｂにさせていただこうかと思います。部長

の方からありましたように基本方針 6 でお示ししているというようなところも加えさ

せていただこうと思っております。 

委員長 

 ありがとうございます。 

大上部長 

パブリックコメントに付随してという事で、ご提案といったらおかしいのですが、お

願いしたいことがございます。今後計画が無事に出来上がった後に発信していくことも

我々の責務でありまして、その時にいろんな立場のいろんな事業者の方がいらっしゃい

ますので、この計画を見ていただきたいと思いながらも、まずはとにかく第一歩という

中で、こういう計画ができたんだ、こういう計画って何のためっていう事に関心を示し

ていただき、ぱっと手に取っていただけるような要約版みたいな物を工夫するようにし

ているのですが、ここの中でも１ページ目の表紙に№2の答えの中にもあえて触れたの

ですが、この計画を策定する意味というのをしっかりと載せまして、中身開いていただ

きました時に、単に大規模商業施設とかお安さだけとかいう事よりも、芦屋らしさを大

事にしていくという事をどんとお見せして、主な取り組みの所、方向性の所に本日もご

意見を頂いたり先ほども補足いたしました一体となって、地域ぐるみで理解いただいて

応援したいという事が見えるような表示の仕方を加える事もいいかなと思いまして、も

しお時間が許されるのであればこういう所にもご意見頂けたらありがたいです。 

委員長 

ありがとうございます。今おっしゃったのは要約版の方ですね。こちらでざっくり説

明するというのは本編を使わないという事ですが。こちらに関しまして何かご意見がご

ざいましたらお願いします。 

計倉委員 

最初の目的の所を触れられたので、ここで少しだけ言わせていただこうかと思います。

市民、企業、関係団体及び市が一体となって市内の中小企業・小規模企業が重要性を認

識し、といった最初の出だしがあるのですが、なぜ重要かという事を、もうちょっとい

うと、この本体の１ページにある地域社会の担い手として重要な役割を果たしていると

こういうのを一文入れてはどうかと思います。 

委員長 



 ありがとうございます。そうですね。この会議の最初の方にも実は公的な役割を果た

していたり、そういった可能性があるとご指摘があったと思いますので、重要性につい

て少し解説といいますか、少し付け足してはどうかというご意見でした。ありがとうご

ざいます。他の方いかがでしょうか。 

永瀬委員 

その一文を入れていただく事は大変ありがたいことで、商工会としましては芦屋らし

さの前に芦屋の商売人らしさというのをやっぱり考えますし、今年も新年で会員さんが

集まった時に話しましたが、芦屋で商売する人らしさというのがどこに来るのかといっ

たら、やっぱり行儀の良さとか品の良さであり、2つある意見の中で実は１番の方が我々

にとっては辛辣なご意見と感じます。2番の方は言葉が荒いのできつく見えますが我々

にとっては１番の方が要は店の信用とかがどうなのと。芦屋市がどれだけ応援したって

その本質がなって無かったら潰れていくのが当然であって、今言ったように例えば儲け

ていようが儲けてなかろうが協賛金出してくれといったら出してくれるお店もあるし、

祭を手伝ってくれと言ったら仕事そっちのけで手伝ってくれる人もいて、この地域のた

めにやってくれる商売人がいらっしゃることで商工会も支援しやすいというところが

ありまして、目先の金だけで商売をしているような人が芦屋らしいのかなといったらま

た違ってきますよね。だから市も応援するんですよと紐づけになってもらえればありが

たいなとは思います。 

委員長 

 ありがとうございます。担い手というところが重要になってくるかと思います。 

永瀬委員 

そういった意味で強がりというのが的外れではないというのは、商売がしんどくても

忙しくても言われたら手伝うとか地域のためだからしょうがないなと言えるやせ我慢

とか強がりも商売人のひとつの良さで、それを見ている人がいるから、また、使ってく

れる人がいると思うので。そういう意味ではこの意見 2つとも検討に入れてもいいかな

と、先ほどおっしゃったＢっていうのは賛成です。 

委員長 

ありがとうございます。他の方いかがでしょうか。 

黒野委員 

 先ほど要約版につきまして大上部長から一般市民の方にとっても手に取ってみてい

ただきやすいというご意見もありましたように、そうしますと、興味を持ってみようか



なという部分で言うとやはり硬すぎると思います。仮にＡ3の両面のサマリというふう

に考えていただいて、開いた時に華やかだな、やっぱり芦屋だなという雰囲気で言うと

芦屋川を背景に商工会のホームページのトップページにもありますように、何かこう芦

屋というのをもう少し何か、この芦屋らしさというのを真ん中に写真なりあってもいい

のかな。各外側のライン系の丸にそれぞれの項目を書いていますが、ちょっとこの辺も

イラスト的にですね、そんなイメージの物をやっていただくと、文字はやっぱり読まな

ければならないところがありますが、例えばご年配の 70・80 歳の方でもパッと見てわ

かるような、いわゆる感覚的な右脳にアピールするような、そういうふうなものもあっ

てもいいのではないかと思います。それこそ理解いただくのが一番の目的と思うので。

我々の主張はこうですというのではなくて、理解いただいて伝わると考えますともう少

し構成というのはせっかく作っていただいているのですが、対市民という事でお考えに

なるのでしたら、もう少し工夫していただくのもひとつかなと思いましたので私見を述

べさせていただきました。以上です。 

委員長 

ありがとうございます。イメージを伝えていくのは難しいところではございますが。 

永瀬委員 

それは可能なのですか。 

平見課長 

 今回初めての計画という事で予算を使わずに職員の手で作っております。おっしゃっ

たように写真を入れる程度のレベルであればなんとかできるのではないかと思ってお

りますので、実際作成の際には検討したいと考えております。 

永瀬委員 

 消費者教育の計画は業者を使って作成しているのですか。 

平見課長 

 消費者教育は 3次計画ですので、業者を使って作成しておりますので華やかな物には

なっております。 

大上部長 

 前回使っている物のデータを活用するみたいな、逆に言えば前例踏襲みたいなマイナ

スに取られることもあります。本当にお写真というのもまさしくそうですし、先ほどの

地域の担い手である重要なお役目と言えば防災訓練とか秋まつりの写真とか、そういう



いろんな所に関わっていただいて、街づくりに貢献いただいているという事が視覚的に

楽しそうにわかってもらえるといいかなと思います。 

永瀬委員 

言葉自体の男女参画とか消費者教育に比べて企業振興という時点で市民の方が敬遠

しそうなもので、１回目だから意見が 2つしかなかったというよりかは言葉のインパク

トもあるので、この計画の名前自体変えて欲しい、そらでは言えないですよね。本当は

芦屋のお店応援計画ぐらいで。もうそれができないのであれば黒野委員おっしゃるくら

いの見やすさ、親しみやすさ、たぶんこれ意見聞いていると 2つともお店の人ではない

気がします。お店の人が見てこうしてくれよと出すのが本当だと思います。そういう意

味では第 2回以降があるのであれば、意見に対してこちらも真摯に取り組んでいる姿勢

を見せるためにはせめてＢでしょうね。 

大上部長 

 事業者や商店への支援というのはとかく自己責任というところでしかとられなけれ

ば計画の趣旨が伝えられていないということですので。 

永瀬委員 

 基本はそこですからね。 

大上部長 

 事業者様の立場としてそういった御認識でいていただいているうえで、まちづくりに

も行政の取り組みにも連携していただいたり、貢献していただいたりという所を、お客

様とか市民の方に知っていただくところが大事なのかなと。それを金融機関様とか、国

県での支援策とかも含めてみんなで応援していきたいというところをお示しする第１

歩かなと。今後伸びしろしかないと思っておりますので、例えば次回 5年後の時にはパ

ブリックコメントは応援コメントも含めて 30 件、50 件目指すぞというようなのも目標

になるような、今回のスタートかなというような気持でやっていきたいと思います。 

市民生活部地域経済振興課 大久保係長（以下 大久保係長） 

 芦屋らしさの写真を真ん中に入れるというのはすごく良い案だと思いますのでその

辺りはできるかと思っております。イラストについてはどんなものがあるのか、探して

みようと思います。 

永瀬委員 

 消費者教育の概要版を見たことはありますか。あれ見たら全然違うので驚きますよ。 



大上部長 

 あれは講演会を実施しているお写真とかを載せていまして、計画の中身を改めて説明

するというよりは、目的とこういう計画があってこういう取組が行われていますよとい

うような事とかを掲載しており、例えば開いた時にこの図とその背景の写真とかが真ん

中にあってとか、レイアウト上の工夫として、ここら辺は技術的にはできるのかな。 

大久保係長 

 簡単なものであればできると思います。秋まつりなんかもお手伝いされているという

事もありますので、その写真を含めても面白いとは思いました。 

永瀬委員 

 できる範囲でいいですよ。祭より年末の火の用心の防犯とか朝から見守りで立ってい

る人達とか。 

大上部長 

 お掃除とか美化環境で御協力いただいていたりしていますしね。 

永瀬委員 

 それは好きでやっている人間が多い。防災活動とかね。 

大久保係長 

 消防団の方とかも多いですよね。 

永瀬委員 

 消防団も多いですよね。そういった方々の写真を使ってもらったらいいと思います。 

大上部長 

 皆さんご存じでしょうかみたいな感じで。 

山本委員 

 中小企業の定義ですが、私も商売柄よく見ますが、これは一般の方にはあまりここま

で大きくする必要はないのかな、これを削ればいいと思います。見開きにこれだけ大き

く出す必要があるのかと思いました。 

大上部長 



 パブリックコメント前に庁内ですとか議会への説明をさせていただいた時にも、わか

っていたといっても数字を出されると、やはり芦屋市では中小企業・小規模企業の方が

ほとんどなのだということ、そして、今回ご意見をいただきました廃業率の高さに驚き

ましたというふうにご指摘をいただいた、それは課題でもあるのですが、そういう気付

きとか関心を示していただいて課題に結び付けるということ自体が一回目を出す意味

として大きかったという気持ちです。概要版はどれかを削って等、考えれるかな。 

大久保係長 

 商工会と相談して考えたいと思います。 

大上部長 

 概要版は議会で承認を受ける必要があるものではないので、３月末にこれが出来上が

って、４月にお披露目していく時に、いろんな場面でこれを置いていただいたり、出向

いて行った時にこれで説明させていただくようなものとして使えたらいいので、年度末

ギリギリまで工夫をして、できたらメールでお知らせさせていただきます。 

永瀬委員 

 お任せします。 

委員長 

 ありがとうございます。 

黒野委員 

 提案ということで、これの再編集を申し上げました責任上で申し上げると、非常に重

要なポイントで要約版を作っていただいているので、物理的にイラストとか写真を載せ

ていく場合、どれかを削除しないといけませんが、その際に例えばＱＲコードで詳細は

こちらという形で、スマホで見ていただくという、紙とデジタルと、やはりこういう世

の中ですから、そういう形での工夫があればいいなと感じました。現に私どもが他府県

の商工会職員について、これから言うような要件というのをサマリにして、そこでイメ

ージがあまりわかないということでしたら、例えば動画を入れてそこに事例を入れると

か、紙とデジタル媒体をうまく工夫されてやっていくのも一つかと思いましたので、ア

イデア的になりまして恐縮ですが、一言付け加えさせていただきました。 

委員長 

 ありがとうございます。そうですね。伝えたいことをどう伝えるかという事と、補足



的により詳しく知りたい方には、おっしゃっていただいているような方法があるのかな

と思いました。確かに中小企業の方々の地道な地域での役割というのと、芦屋市がどう

応援していくかというのを分かり易く表現されるといいのかなと思いますけれども、パ

ンフレットを作るのは大変かと存じます。他の方いかがでしょうか。要約版でも結構で

すし、先ほどお伝え忘れたということでもお気づきになられたことがあれば。パブリッ

クコメントでも結構です。何かご意見ございますでしょうか。 

Work and place 幟建由佳（以下 幟建委員） 

 まだまとまっていない感じです。今整理中ですけれども。 

委員長 

 他の方はよろしいでしょうか。それではみなさんご意見ありがとうございました。そ

れでは一旦事務局にお返ししたいと思います。 

平見課長 

 ありがとうございました。その他の部分にかかると思いますが、今後の流れを簡単に

説明させていただきます。まず、庁内で内部の会議がありまして、その中で承認を得ま

す。一部は修正等、パブリックコメントの部分になってこようかとは思いますけれども、

ありましたら修正させていただいて、市議会の委員会で報告、３月末に策定という流れ

になります。今後の進捗管理につきましては、計画上は特に決めていないというところ

ではありますが、何かそういった部分も必要かといった部分で、まさに商工会と相談し

ながらどういった形が良いのかというのを来年度に向けて相談していきたいとは思っ

ております。ですので、その辺りは未確定であるという事のご承知をお願いしたいと思

います。今回、定藤委員長をはじめ委員の皆さまにはたくさんのご意見をいただきまし

て、また、議事の円滑な運営にご協力いただきまして、計画の策定に当たり本当に貴重

なご意見ありがとうございました。今後はこの計画に基づいて我々取り組んでいきたい

と思っておりますのでどうぞよろしくお願いします。先ほどの要約版といいますか、こ

れは衣替えをいたしまして概要版という形で作りますので、部長が申しました通り、で

きた段階でメールでお知らせさせていただきたいとは思っております。以上につきまし

てこの会は閉会とさせていただきたいと思います。１年間ありがとうござました。 

大上部長 

 折角ですので何かありましたら。 

平見課長 

 要約版の意見でしたら、いつでも言っていただいたら結構ですので。 



永瀬委員 

 議会はいつなんですか。 

平見課長 

 ２月１６日に所管事務調査があります。 

大上部長 

 市行政が責任もって率先してしっかりやっていかないといけない、これももちろんそ

うですが、このような計画という物が専門の方とか日頃から関係いただいている皆様に

揉んでいただいたというのが、我々も自信を持って庁内でも通していけるところになり

ますので、そういう意味では他の計画というのは大体３回の会議でここまで来ますが、

この会議は本日４回目ということで、しかもその前にはコロナがありお休みがあった期

間があったということで、構想から長い期間かけてできたものですので、また他の計画

ともちょっと違う出し方もしていけるかと思っております。そういう意味ではまだ先の

事が具体的にきちんと決まっているということでも無い分、伸びしろということで言い

訳しておりますけれども、平時の具体的な取り組みのご相談とか連携、ご支援というと

ころでは、この会が今回で終わりましても一緒に作っていただいた皆さま委員様、関係

機関の皆さまにはお力添えをいただくことになると思いますので、折に触れてご協力い

ただけたらと本当に心から思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

永瀬委員 

 平成 30 年に条例ができてから 5 ヵ年計画を作るのに 5 年かかっています。スタート

さえしていないので、まずは進めて欲しいというところです。 

大上部長 

行政への苦言も含めて、地域の実情・実態を踏まえたご意見としては、議員の先生方

も地域の市民の方々のお声を聴いた上でのお話のはずですので、そこは全部糧にできる

ように、例えば第２次の計画の時にそういう所を踏まえた芦屋ならではのものをブラッ

シュアップしていきます。 

委員長 

ありがとうございます。折角ですのでご感想でも。 

芦屋観光協会 理事 橋本周三（以下 橋本委員）

パブリックコメントに対する市の考え方の回答の仕方に形式があるのかどうかわか



らないのですが、観光協会としてなんですけれども、「よく来ていただいた」という 2番

目のご指摘というのはよくわかります。また、市内で事業を営んでいる者としてもなる

ほどと思う所もあります。行政の皆さんの立場からも、我々はこういう会に出ていて本

質的な事をよく伺っているのでお気持ちもよくわかるので、もう少し柔らかく、いただ

いたご意見にできるだけ寄り添いたいというそういう言葉尻でされた方が、今後また出

した方からするとちゃんと反応してくれているという安心感と親近感を持ってもらえ

るような気もしますので、お立場のきっちりとした回答もあるかとは思いますが、もう

少し柔らかくと言いますか、そんな感じの方が良いかなと思いました。 

委員長 

 ありがとうございます。確かに参加を促すような形の方が良いかもしれませんね。他

はよろしいでしょうか。

幟建委員 

 この計画書は現状を洗い出していくつか課題が見えてきたのでこういうふうな方向

でやっていこうという感じで、若干全体的に抽象的な感じで捉えたらいいんですよね。

具体的にこれしますというような事ではなく。 

平見課長 

 一応一部事業を書いてはいるのですが、今回初めてということで具体性については今

後の協議というふうにさせていただいているところはあります 

幟建委員 

 とすると、計画で課題が出ると具体的な策が書いてあるのかなと読み手としては期待

してしまうので、結局現状がいろいろ書いてあったなというふうになってしまうと思い

ます。でも、そのスタンスということでよくわかりましたが、見た人がこういう事が理

解できるように、策定段階で課題が見えてきて、それからこれに向けての取り組みを市

でもやっていきますのでいろいろご意見いただきたいですだと、なるほどこういう事を

今考えているんだなって現在位置がわかるので、理解しやすいと思いました。ここから

先課題と書いた限りは方策をいろいろ打っていって具体的には何するというのが次に

市民が市に対して思うことだと思うので、具体的に何をしていくかという時に、事業者

さんで具体的に廃業を考えないといけない状況とか、売上が伸びなくてしんどくてとい

う人達の声を聴いて、何を欲しているのかの声を聴いて、市としてできる事、例えば高

齢の方が多くて IT だったりとかいわゆるチャットポットだったりとか、何のことかわ

からない人たちに向けて、オンライン決済もそうですけれども、わかるような講座をや

ってあげたら情報弱者の高齢者の人たちには良さそうだよなとか、情報提供してあげる



とか、空き地の活用をこういうふうにすればいいですよといったアドバイスをしてあげ

られるような機会があったりとか、逆に吸い上げるような機会があったりとか、そこで

リアルな課題を聞いていって、一個ずつやってあげられることを提供していくと具体的

に前に進むのかなという気がしたので、実際そういう方の声を聴いてみられて具体的な

取り組みにしていくというの方がリアリティがあると思いました。でないと言っていた

けどどうなったのかと終わってしまう。実際にはそういうふうなコミュニケーションが

必要だと、そういう人達とそういう場を作っていかれたら芦屋市結構真剣にやってくれ

ているとか接点を持ってくれているというふうに思われると思います。おそらく産業が

発展すればまちも発展するだろうと、逆もしかりなので。相乗効果で芦屋がもっと潤っ

ていったらいいなと活気が出ればいいなと思います。たぶんそういうふうなサポートを

する事で、意外と芦屋市はやり易いと、いろいろとサポートしてくれたりするみたいよ

っていうような取り組みの姿勢になるのではないかと思いました。あと一つは課題の中

に事業者さんの課題と市の課題が混在しているので、ここも市が解決するのかというも

のも入っているので、結構課題がありすぎて市が大変ではないかと思います。例えば品

揃えの充実は市がどうやって解決するのかというのがあるので、これはたぶん具体的に

言葉に落としていくと何ができるのでしょうか、市で。これに対して市で何ができるの

かとなってなるので、課題として持っていても市ではできないことで、違う形で事業者

さんをバックアップするための例えばマッチングイベントをしますみたいなことをす

ると、こういう事が生まれるかもしれないみたいな具体的なイベントを考えるとか、集

まりを考えるとかというような施策になると思いますが、というふうにこの課題に対し

て市ができる事を考えた時に絶対できない事とかがあると思います。商店街の業種の増

加はどうやって市がやるのだろうと思います。でも市ができる事は何がある、業種を増

加させるといいのか、産業が発展するのかわからないのですけれども、仮にそうだとす

れば何をすれば業種が増加するのだろうかとか、というふうに具体策を考えていくと、

おそらく絵に描いた餅というか言葉ではわかるけどそれでということにはならず、みん

ながうちはこれをして欲しいとか、こんなことしてくれるんだったら市に相談してみよ

うみたいに分かり易くなると思ったので、ここからだと思うのですがここからが重要だ

と思ったので、そういうふうにリアルな声を聴いてするといいと思います。たぶん何が

できるのかというのがあるとは思うのですが。市だったら何ができるのかと考えるとい

いと思いました。折角なのでここから具体的に進める方が良いと思ったので。 

大上部長 

 ありがとうございます。それは我々が日頃喧々諤々しているところでございまして、

行政の方は国や県と連動しながら世の中の課題の解決に向けて、例えば高齢者の課題、

子育ての課題、教育とか分野毎にいろんな支援策とか相談窓口を作ったりというような

取り組みはしてきているところですが、例えば行政と言えども、いつどこで開業されて



どんなふうに工夫いただいて商売されていてどんな理由でいつ廃業していくかという

のは、届出やら手続うんぬんというのがない場合は把握し得ないんですね。事業者のお

店の状況だとかニーズだとかどうやって吸い上げられるかと今おっしゃっていただい

た、またそのツールといいますか、その仕組み自体が。広報あしやでご相談ください、

この窓口に行ってくださいとお知らせすれば繋がるのかといったらそうでもなかった

り、行政の職員だけで１件ずつ今月はこの商店街にとか今月はこの町にとかずっと訪ね

歩いてお店があるっていう事はやはり商工会様の存在が頼りですし、共通する目的にな

りえるところではあります。商工会様の会員数もそうですし市として商工会として大事

にするところや新しい事業者様にもどう発信していくかとか会員繋がりのネットワー

クを活用してどういうニーズを活用して、それに対して行政がお金なのか市民の方への

啓発なのか事業者へのご支援なのか一緒にお祭りとかをやっていく事で市民の方に知

っていただく事になるのかとか、いろんな手法があると思うのですが、この会でも永瀬

会長からは行政との連携というところとか課題としていただいておりますので、そこは

やはり商工会様とはご支援やら御協力をお願いしながらやっていく事になると思いま

す。そこの中にお店に訪れていただくお客様、市民の方にどうお伝えするかっていうそ

こは行政の役割だと思いますので、そこでは他の分野と同じように、防災とか環境と同

じようにお店を応援しようよって言うような、今度は地域の団体様とか、グループ様な

んかができていったり繋がっていったり、この応援する仕組みが同じようにできていけ

ば、。いろんな構想はあるのですが、まずはお知らせをして市民の皆さんと共有してい

ただくというところからかと。もしかしたらニーズを吸い上げていくツールというのは

他の分野でも特にデジタルも使いながらとか、いろいろご参考やご意見をいただけるこ

とは多いとは思うのですけれども、またそういう時にはこれからもご助言をいただけれ

ばと思いますのでよろしくお願いいたします。 

委員長 

 ありがとうござました。いろいろな具体的なご意見を伺うことができたと思います。

それでは第４回中小企業・小規模企業振興基本計画策定員会を終了とさせていただきま

す。中小企業という身近な存在は地道な活動から国際的な活動までを担っており、経済

社会を支える非常に重要な組織だと思いますので、今後の芦屋市と中小企業の発展を願

って閉会とさせていただきたいと思います。ありがとうござました。 

４ 閉会 


